
作成日

変更日

（１）基礎情報

ア．対象地域

人口 面積 山村 半島 過疎

イ．計画期間

※目標の達成状況や社会経済情勢の変化等を踏まえ、必要な場合には計画を見直すものとする。

松江市　循環型社会形成推進地域計画

令和6年11月21日

令和7年11月21日（変更申請）

１　計画の基本的な事項

構成市町村等（作成者）名 松江市

地域内総人口（人） 194,592（令和6年9月末現在）

地域総面積（㎢） 572.96（令和6年7月16日現在）

地域の要件

離島、豪雪、山村、半島、
過疎地域に該当がある市町

村名
松江市(一部山村、一部半島、一部過疎）

地域の要件が
その他の場合は
具体的に記載

　　構成市町村に一部事務組合等が含まれている場合、当該組合の状況

組合名称
（設立（予定）年月日）

組合を構成する市町村

組合設立に関する、
今後の見通し

開始年月日 2025年4月1日

終了年月日 2032年3月31日

計画期間※ 7年
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（２）対象地域における取組みに関する事項

ア．ごみ処理の広域化・施設の集約化の検討状況

イ．プラスチック資源の分別収集及び再商品化に係る実施内容

実施地域

実施年度

実施方法

上記が④も
しくは⑤の
場合、その

詳細

予定地域

予定年度

予定方法

上記が④も
しくは⑤の
場合、その

詳細

島根県は、平成11年に「島根県ごみ処理広域化計画」を策定し、県内を4ブロックに区割りし集約化を進
めていた。松江市（以下、「本市」という。）は、2市9町1村が含まれる「松江ブロック」に含まれてお
り、焼却施設は令和3年度時点で、本市及び安来市（民間委託）の2施設体制となっていた。
また、島根県は令和4年に「島根県ごみ処理広域化・集約化計画」を策定し、県内を新たに３ブロックに
区割りし施設整備計画を進める方針を示しており、本市は4市2町を含む「東部ブロック」に含まれてい
る。
なお、本市では、同一ブロックに含まれる出雲市で令和4年に新たな焼却施設が建設されたところである
とともに、安来市では民間委託により処理を行っていることから、現時点においては集約化が難しい状
況にある。

確認した都道府県の
広域化・集約化計画の名称

島根県ごみ処理広域化・集約化計画

松江市

令和14年度

⑤その他（詳細は下記）

本市では、「プラスチック製容器包装」は、資源ごみとして収集し容器包装リサイクル
法ルートで再商品化を行っている。
一方、「プラスチック使用製品廃棄物」については、もやせるごみとして収集している
が、「プラスチック使用製品廃棄物」のうち、①使い捨てコンタクトレンズの空ケー
ス、②ボールペン、③プラモデルのランナーについては、本市の公共施設等で拠点回収
場所を設け、製造・販売事業者により再商品化を行っているところである。
今後、本市における「プラスチック使用製品廃棄物」の再商品化を独自処理にて優先的
に検討するため、再商品化事業者と対象品目の選定及び分別収集方法等について、協議
を行い効率的かつ確実な再商品化を目指していく。併せて、独自処理以外に、再商品化
計画の策定及び容器包装リサイクル法ルートの再商品化も視野に入れ、先進事例及びコ
スト面での情報収集を行いながら検討を進める。

実施しない（予定）地域

プラ要件化対象事業の実施

実施済の場合

実施予定
の場合

備考
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ウ．対象地域における一般廃棄物処理有料化の状況

エ．対象地域における災害廃棄物処理計画の策定状況

備考

災害発生からの早期復旧に向けては、災害廃棄物等を速やかに除去する必要があり、仮
置場は、災害廃棄物の再資源化を図りながら効率的な処理を進めるためには重要なもの
となる。本市においては、仮置場の選定に当たり、以下の①～④の事項に留意しつつ検
討を進めている。
① 公園、グラウンド、地域センター、廃棄物処理施設、港湾等の公有地（市有地、県
有地、国有地等）であること
② 未利用工場跡地等で長期間利用が見込まれない民有地
③ 二次災害や環境、地域の基幹産業への影響が小さい地域
④ 応急仮設住宅など他の土地利用のニーズの有無

策定状況 ①構成市全てで策定済

策定済の構成市
（計画の名称）

松江市（松江市災害廃棄物処理計画）

有料化導入に向けた
検討状況

※全ての構成市町村で導入
済の場合は記載不要

未策定の構成市
（策定予定時期）

上記が④の場合、その詳細

未導入の構成市町村名

有料化導入状況 ①全ての構成市町村で導入済
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２　循環型社会形成推進のための現状と目標（一般廃棄物の処理）

（１）一般廃棄物の処理の現状と目標（全域）

現状 目標

令和4年度 令和14年度 現状比

198,231 197,168 -0.5%

19,052 18,147 -4.8%

48,578 46,292 -4.7%

486 399 -17.9%

　その他排出量（トン） 0 0 0

　⑤総排出量（トン） 67,630 64,439 -4.7%

935 895 -4.3%

15,802 19,729 24.9%

23% 31%

2,709 2,019 -25.5%

4% 3%

　年間の発電電力量（MWH） 27,576 28,134

　年間の熱利用量（GJ） 0 0

特記事項

本計画の計画期間中においては、廃棄物の減量化を含め循環型社会の実現を目指し、表１のとおり目
標量について定め、それぞれの施策に取り組んでいくものとする。

　①総人口（人）

　②事業系ごみ排出量（トン）

※　別添資料として①～⑧に関する過去及び将来推計のトレンドグラフを添付する。

　③生活系ごみ排出量（トン）

　④1人1日当たりのごみ排出量（ｇ/人日）

　⑥1人1日当たりの排出量（ｇ/人日）

　⑦総資源化量（トン）

　総排出量に占める総資源化量の割合

②③排出量：対象地域において出されたごみの量（資源含む。集団回収されたごみを除く）〔単位：トン〕
　　　　　　※事業系・生活系それぞれで記載。

④1人1日当たりのごみ排出量：（生活系ごみ排出量－生活系資源ごみの量）*10^6/総人口/年間日数〔単位：
ｇ/人日〕

その他排出量：②、③に該当しない排出量〔単位：トン〕

⑤総排出量：②＋③の和〔単位：トン〕

　⑧埋立最終処分量（トン）

　総排出量に占める埋立最終処分量の割合

　表１　減量化、再生利用に関する現状と目標

　排出量

　再生利用量

　最終処分量

　エネルギー回収量

⑥1人1日当たりの排出量：⑤*10^6/総人口/年間日数〔単位：ｇ/人日〕

⑦総資源化量：事業系の資源ごみ量＋生活系の資源ごみの量＋集団回収量等の和〔単位：トン〕

エネルギー回収量：エネルギー回収施設において発電された年間の発電電力量〔単位：MWh〕及び熱利用量〔単位：GJ〕

⑧最終処分量：埋立処分された量〔単位：トン〕

≪用語の定義≫　下記のとおり表１で用いる用語の定義を行う。
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予測・目標における数値のうち、②③④が増加予測となるものもがある場合はその理由を記載

一般廃棄物処理計画と目標値が異なる場合に、地域計画と一般廃棄物処理計画との整合性に配慮した内容
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（２）一般廃棄物の処理の現状と目標のフロー図（全域）

令和4年度

集団回収量 総資源化量 総排出量

67,630 t
リサイクル率

23.4%

処理残さ量

17,400 t
排出量 計画処理 25.7%

67,630 t

100.0% 減量化量

49,119 t
自家処理量 72.6% 最終処分量

2,709 t

4.0%

※端数処理により割合・合計が合わないことがある。

令和14年度

集団回収量 総資源化量 総排出量

64,439 t
リサイクル率

30.6%

処理残さ量

20,691 t
排出量 計画処理 32.1%

64,439 t

100.0% 減量化量

42,691 t
自家処理量 66.3% 最終処分量

2,019 t

3.1%

※端数処理により割合・合計が合わないことがある。

現状の一般廃棄物の処理状況フロー

直接資源化量 処理後再生利用量

0 t 15,802 t

0.0% 23.4%

中間処理量 処理後最終処分量

66,519 t 1,598 t

98.4% 2.4%

直接最終処分量

1,111 t

1.6%

目標達成時の一般廃棄物の処理状況フロー

直接資源化量 処理後再生利用量

1.5%

直接最終処分量

0 t 19,729 t

0.0% 30.6%

中間処理量 処理後最終処分量

1,057 t

1.6%

0 t 15,802 t

67,630 t

0 t

0 t 19,729 t

64,439 t

0 t

63,382 t 962 t

98.4%
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（１）処理体制

（２）処理施設等の整備

　　ウ ．一般廃棄物処理施設であわせて処理する産業廃棄物の現状と今後

上記（1）の今後の分別区分及び処理体制で処理を行うため、表３のとおり必要な施設整備、表４のとお
り計画支援事業等を行う。また、参考として、現有施設の一覧を表５で示す。

３　目標達成に向けた施策（一般廃棄物の処理）

　　ア．生活系ごみの処理体制の現状と今後

分別区分及び処理方法は、表２に示すとおりである。
もやせるごみ及び粗大ごみ（金属製以外）は、エコクリーン松江で溶融処理を行い、金属ごみ及び粗大
ごみ（金属製）は、エコステーション松江にて破砕・選別処理を行い、金属類は資源化する。
資源ごみについては、プラスチック製容器包装・紙製容器包装・古紙・古着は川向リサイクルプラザ、
缶・びん・ペットボトルは西持田リサイクルプラザで選別処理・資源化を行い、蛍光管はエコステー
ション松江で一時保管した後、民間事業者に委託し資源化を行う。
エコステーション松江、西持田リサイクルプラザ、川向リサイクルプラザで発生する可燃性の処理残渣
は、エコクリーン松江に搬入して溶融処理を行い、処理後に発生する溶融飛灰は、西持田最終処分場で
埋立処分を行い、スラグ・メタルは資源化を行う。
なお、エコクリーン松江に搬入されたごみのうち、処理困難物は民間事業者に処理委託を行い、処理不
適物は西持田不燃物処理場で埋立処分する。
今後も現状の処理体制を継続していくものとするが、缶・びん・ペットボトルについては西持田リサイ
クルプラザの休止に伴い、新設する（仮）新リサイクルプラザで処理を行う。

　　イ．事業系ごみの処理体制の現状と今後 

本市の事業所から発生するもやせるごみ及びもやせないごみは、エコクリーン松江で溶融処理を行い、
古紙は川向リサイクルプラザ、従業員の飲食に伴い発生した缶・びん・ペットボトルは西持田リサイク
ルプラザで選別処理を行う。なお、中間処理後の選別残渣は、家庭系ごみの処理と同様の流れで処理す
る。
木くず・紙くず、生ごみ等の資源ごみは、許可業者等による堆肥化・飼料化等を実施し資源化を推進す
る。
今後も現状の処理体制を継続していくものとするが、缶・びん・ペットボトルについては西持田リサイ
クルプラザの休止に伴い、新設する（仮）新リサイクルプラザで処理を行う。
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表３－Ａ　マテリアルリサイクル推進等のための整備事業

事業番号 1

施設名称
（仮）

新リサイクルプラザ

事業主体 松江市

工種 新設工事

事業目的
（新設・改良等の理由）

既存施設の老朽化へ
の対応により、安定
的な処理を継続する
ため

施設種別 リサイクルセンター

処理方式 選別・圧縮・貯留

処理能力（単位） 16t/5h

事業期間 R10年度～R12年度

竣工（事業完了）予定年月 R13年3月

設置予定地
※検討中の場合は「未

定」
松江市西持田627-2

想定される浸水深
※未定の場合は記載不要

浸水深0.0ｍ

浸水対策

環境省所管（循環交付金
等）の活用を予定

※「○」の場合は以下の項目
を記載すること

○

国土強靭化地域計画
（計画の名称）

－

プラ要件化の
経過措置の適用

－

プラ施設整備事業 －

CO2削減率
※改良事業の場合

－

スラグの利用計画
※灰溶融施設を整備する場合

－

ストック対象物
※ストックヤードを整備

する場合
－

備考
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表３－Ｃ　エネルギー回収等のための整備事業

事業番号 2

施設名称 エコクリーン松江

事業主体 松江市

工種 改良（改造）工事

事業目的
（新設・改良等の理由）

既存施設の延命化、
二酸化炭素排出量削
減のため

施設種別
ごみ焼却施設（エネ
ルギー回収あり）

型式及び処理方式
シャフト式ガス化溶

融方式

処理能力（単位） 255t/日

事業期間 R8年度～R12年度

竣工（事業完了）予定年月 R13年3月

設置予定地
※検討中の場合は「未

定」

松江市鹿島町上講武
1699‐1

想定される浸水深
※未定の場合は記載不要

浸水深0.0ｍ

浸水対策

環境省所管（循環交付金
等）の活用を予定

※「○」の場合は以下の項目
を記載すること

○

国土強靭化計画への記載
（計画の名称）

－

プラ要件化の経過措置 －

エネルギー回収率
※発電・熱回収がある

場合
回収率19.1％

余熱利用の計画 －

外部供給における利活
用の概要

－

CO2削減率
※改良事業の場合

5.0%

燃料の利用計画
※ごみ燃料化施設を整

備する場合
－

バイオガス熱利用率
※バイオガス化施設を

整備する場合
－

バイオガスの利用計画
※バイオガス化施設を

整備する場合
－

備考
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計画１人１日平均排出
量（g）

364g

計画収集人口（人） 197,168人

計画直接搬入量
（t/日）

64.00t

計画年間日平均処理量
（t/日）

136t/日 t/日 t/日 t/日 t/日

通知に基づく施設規模
（計画１人１日平均排出量×計画収集人口

＋計画直接搬入量）÷実稼働率

171t/日 t/日 t/日 t/日 t/日

災害廃棄物処理計画へ
の受入の記載有無

災害廃棄物処理量
（見込み％）

災害廃棄物処理量を見込
んだ通知に基づく施設規

模
171t/日 t/日 t/日 t/日 t/日

適切な施設規模よりも大
きいまたは小さい施設規
模で整備する場合

備考

本事業は、令和６
年３月２９日付け
環境省環境再生・
資源循環局廃棄物
適正処理課長通知
「循環型社会形成
推進交付金等に係
る施設の整備規模
について（通
知）」の対象事業
に該当しない。

エネルギー回収のありなしに関わらず、焼却施設を環境省所管の交付金等を活用し、整備する場合は下記を記載
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表３－Ｆ　適正な最終処分のための整備事業

事業番号 3

施設名称 松江市西持田不燃物処理場

事業主体 松江市

工種 新設工事

事業目的
（新設等の理由）

既存の最終処分場の埋立完了
に伴い、中間処理残渣を安全
に処分するため

埋立て場所 山面

型式及び処理方式 サンドイッチ方式・管理型

処分場総面積 50004㎡

処分場埋立面積 4304㎡

処分場埋立容積 79000㎥

事業期間 R10～R12年度

竣工（事業完了）予定年月 R13年3月

設置予定地
※検討中の場合は「未

定」
松江市西持田町641

想定される浸水深
※未定の場合は記載不要

浸水深0.0ｍ

浸水対策

環境省所管（循環交付金
等）の活用を予定

※「○」の場合は以下の項目
を記載すること

○

国土強靭化計画への記載
（計画の名称）

－

プラ要件化の経過措置 －

埋立期間 令和13年度～令和32年度

埋立開始（予定）年月 令和13年4月

埋立終了（予定）年月 令和33年3月

跡地利用計画 未定

備考
新設工事内にて現工区の増設

工事を実施する
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表４　施設整備に関する計画支援事業等

事業番号 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥

関連する本体事業の番
号

1 1 1 2 3 3

事業名
（仮）新リサイクルプ
ラザ新設事業に係る生
活環境影響調査事業

（仮）新リサイクルプ
ラザ新設事業に係る基
本計画策定事業

（仮）新リサイクルプ
ラザ新設事業に係る発

注等支援事業

エコクリーン松江基幹
的設備改良事業に係る
発注等支援事業

不燃物処理場改良事業
に係る生活環境影響調

査事業

不燃物処理場改良事業
に係る実施設計業務

事業主体 松江市 松江市 松江市 松江市 松江市 松江市

事業目的
（仮）新リサイクルプ
ラザ新設事業(事業番号

1)実施のため

（仮）新リサイクルプ
ラザ新設事業(事業番号

1)実施のため

（仮）新リサイクルプ
ラザ新設事業(事業番号

1)実施のため

エコクリーン松江基幹
的設備改良事業(事業番

号2)実施のため

不燃物処理場改良事業
(事業番号3)実施のため

不燃物処理場改良事業
(事業番号3)実施のため

事業概要
生活環境影響調査業

務
基本設計策定業務

発注仕様書等作成
事業者選定アドバイ

ザリー業務

発注仕様書等作成
事業者選定アドバイ

ザリー業務

生活環境影響調査業
務

実施設計業務

環境省所管（循環交付金
等）の活用を予定

※「○」の場合は以下の項目
を記載すること

○ ○ ○ ○ ○ ○

プラ要件の経過措置 － － － － － －

プラ施設整備事業 － － － － － －

備考
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表５　現有施設一覧

施設種別
ごみ焼却施設（エ
ネルギー回収あ

り）

リサイクルセン
ター

リサイクルセン
ター

リサイクルセン
ター

最終処分場 最終処分場
汚泥再生処理セン

ター

施設名 エコクリーン松江
エコステーション

松江
西持田リサイクル

プラザ
川向リサイクルプ

ラザ
西持田最終処分場

西持田不燃物処理
場

川向クリーンセン
ター

施設所有主体 松江市 松江市 松江市 松江市 松江市 松江市 松江市

型式及び処理方式
シャフト式ガス化

溶融方式
破砕・選別・圧
縮・貯留

選別・圧縮・貯留 選別・圧縮・貯留
サンドイッチ方
式・管理型

サンドイッチ方
式・管理型

脱水分離・希釈・
下水道放流

処理能力（単位） 255ｔ/日 59ｔ/5h 16ｔ/5h 64ｔ/5h 156,641m
3

545,000m
3 71.4kL/日

エネルギー回収の有無 有 無 無 無 無 無 無

竣工年月 H23.4 H14.3 H10.9 H14.10 H2.4 S63.6 H11.4

廃止又は休止（予定）年月 継続使用 継続使用 R13.3 継続使用 継続使用 継続使用 継続使用

施設所在地 松江市鹿島町 松江市西持田町 松江市西持田町 松江市竹矢町 松江市西持田町 松江市西持田町 松江市竹矢町

想定される浸水深 0m 0m 0m 0.3～0.5m 0m 0m 0.3～0.5m

浸水対策

管理室等は2階へ
設置する等、浸水
対策を行ってい

る。

管理室等は2階へ
設置する等、浸水
対策を行ってい

る。

交付金を活用した解体を
実施する場合、その交付

条件

廃焼却施設解体事業
着手（予定）年月
完了（予定）年月

関連する新設事業番号
※表３の事業番号

2 1 1 3

備考
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４　循環型社会形成推進のための現状と目標（生活排水の処理）

（１）生活排水の処理に関する現状と目標（全域）

現状　: 令和4年度 目標　: 令和14年度

人口 構成比 人口 構成比

160,339 80.9% 161,553 81.9%

18,420 9.3% 18,559 9.4%

4,571 2.3% 4,606 2.3%

183,330 92.5% 184,718 93.7%

9,286 4.7% 7,758 3.9%

5,615 2.8% 4,692 2.4%

14,901 7.5% 12,450 6.3%

198,231 100.0% 197,168 100.0%

2,718 2,380

10,243 9,508

12,961 11,888

一般廃棄物処理計画と目標値が異なる場合に、地域計画と一般廃棄物処理計画との整合性に配慮した内容

生活排水の処理については、表６に掲げる目標のとおり、合併処理浄化槽の整備等を進めていくものとす
る。

公共下水道（人）

農業集落排水施設等（人）

合併処理浄化槽等（人）

表６　生活排水処理に関する現状と目標

処
理
形
態
別
人
口

小計：汚水衛生処理人口（人）

単独処理浄化槽（人）

非水洗化人口（人）

小計：未処理人口（人）

合計：総人口（人）

汲取りし尿量（キロリットル）

浄化槽汚泥量（キロリットル）

合計（キロリットル）

し
尿
・
汚
泥
の
量
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（１）処理体制

（２）公共浄化槽の整備

公共浄化槽の整備については、表７に示したとおり行う。

５　目標達成に向けた施策（生活排水の処理）

ア 生活排水処理の現状と今後

本市では、生活排水処理については、公共下水道、集落排水等の集合処理施設、及びこれらの整備地域
以外は合併処理浄化槽により処理を行うこととし、し尿・浄化槽汚泥（集落排水施設から発生する汚泥
を一部含む）は、川向クリーンセンターにおいて処理を行う。
本市のし尿処理施設である川向クリーンセンターでは、搬入されるし尿等の脱水処理を行い、汚泥燃料
を製造し、エコクリーン松江で助燃剤として有効利用をしている。川向クリーンセンターでは、平成26
年度から平成27年度にかけて汚泥燃料化設備の設置、老朽化した各貯留槽の補修等の基幹整備を行って
おり、今後も搬入量の減少やし尿・浄化槽汚泥の割合等の処理対象物の性状変化に対応しつつ、適正処
理と安定稼働に向けた適正な運営管理を行うものとする。
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表７　浄化槽事業等のための整備事業※ 計画地域内の施設の状況（現況、予定）を地図上に示したものを添付

事業番号 4

事業主体 松江市

事業名称
公共浄化槽等整備推

進事業

現有設備の内容

直近の整備済み基数
（基）

（令和４年度）
623基

処理人口（人） 1,662人

整備計画

整備計画基数（基） 45基

整備計画人口（人） 225人

事業期間
R7

年度

国土強靭化計画への記載
（計画の名称）

－

備考
R6年度は生活排水処
理基本計画に基づき
交付金事業を実施
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（１）地域の循環型社会を形成する上で、次の施策を実施していく

６　関連するその他の施策

　　ア　ごみ減量・リサイクル促進のための施策内容

●ごみを発生させない取組み
マイバッグの持参や過剰包装の削減、詰替商品の購入等、市報やホームページ等を通じてごみを発生させない取組
について情報発信し、不要なものは断る運動を市民に呼びかけるほか、事業者に協力を要請する。

●ごみを減量する取組み
①古紙・古着等の資源化や生ごみの減量化の推進に向け、積極的に情報発信を行うとともに、ごみの分別・減量化
などの簡易な疑問への対応や、「ごみ出し」に関する注意喚起を行うことを目的としたAI チャットボットの導入を
検討する。
②古紙類の回収促進に向け、市民や事業者に対し「古紙類再生資源団体回収奨励事業」による支援を継続して行う
とともに、更なる回収に向け、新しい制度を検討する。
③本市のごみ処理状況について現状を把握するとともに、課題の整理を行い、ごみ処理手数料の適正化に向けた検
討を進め、ごみの排出抑制、再生利用の推進、排出量に応じた負担の公平化及び市民の意識改革を図る。

●食品ロス削減に向けた取組み
本市では食品ロス削減に向け、「まつえDANDAN食べきり運動」及び「残さず食べよう30･10（さんまるいちまる）運
動」に取り組んでおり、今後は食材の使い切りや食べ残し防止等の家庭内での取組み促進に向け、出前講座等の学
習機会を充実させるとともに、飲食店や小売店との連携・協働による食品ロス削減のキャンペーン、フードバンク
活動等の取組みについて情報の共有化を図る。

●出前講座・環境学習会、施設見学の充実
①町内会・自治会や市民団体等で開催されるごみ分別の学習会やセミナーに、市の出前講座を活用されるよう積極
的にPRし、きめ細かい環境学習の実施と情報提供を図る。
②環境問題や4R運動について、環境学習会を開催するとともに、多くの市民が簡単に情報を入手することが出来る
よう、市報・ホームページ・SNS等の様々な手段を用いて情報発信を行い、幅広い意識啓発に取り組む。
③市民がごみ分別の徹底やリサイクルの重要性について理解を深めるよう、エコクリーン松江やリサイクルプラザ
等のごみ処理施設の見学会を充実させる。

● 再生利用（リサイクル）の取組み
①本市の資源ごみについて、出前講座や多数の情報媒体を活用し分別の啓発を行い、リサイクルの推進を図る。
②ごみが間違った排出・分別区分で排出されている場合、ごみ袋に分別ステッカーを張り、指導・啓発を行うとと
もに、ごみ出し方法の改善に向け個別指導を行う。
③ごみ処理施設では、学校や地域からの見学を受入れ、ごみ処理の現状を理解してもらい、ごみに対する知識や分
別徹底、リサイクルの重要性について理解を深めてもらう。
④エコクリーン松江において、適正な維持管理を行い、資源物のマテリアルリサイクルと、サーマルリサイクルを
行う。スラグやメタル等の資源物は、土木資材や金属の原料として有効利用するとともに、発電により廃棄物の熱
源利用を図る。

　　イ　プラスチック資源に関する施策内容

プラスチック使用製品廃棄物のうち、①使い捨てコンタクトレンズの空ケース、②ボールペン、③プラ
モデルのランナーについて本市の公共施設等で拠点回収場所を設け、製造・販売事業者により再商品化
の推進を図る。

　　ウ　ごみ処理手数料有料化の実施内容

本市では、家庭系ごみについては、もやせるごみ、紙製・プラスチック製容器包装、金属は、指定ごみ
袋による収集を行っている。また、事業系ごみは、従前どおり本市の許可業者に収集を委託するか事業
者自ら搬入し、従量制による手数料の徴収を行っている。
家庭系ごみ及び事業系ごみのごみ処理手数料については、平成30年10月に、ごみの排出状況に応じた費
用負担による排出量の削減と再資源化の推進、及び安定的なごみ処理財源の確保に向け、一部改定を
行ったところであり、今後も本市のごみ処理状況を踏まえ、ごみ処理手数料の適正化について検討を行
う。
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　　エ　リチウム蓄電池に関する対策

　火災事故等を未然に防止するため、リチウム蓄電池の適正な排出方法等について、松江市の公式HP等
に掲載し、周知啓発を積極的に実施する。

　　オ　事業系ごみに関する施策内容

①事業系ごみの分別について、排出事業者の理解を深めるため、啓発チラシ・パンフレットの配付や事
業者に向けた学習会などを行い、適正処理の推進を図る。また、アンケート等により、事業所でのごみ
の分別や減量化に向けた取組みの実態を把握し、適正処理を促進する。
②事業系ごみのうち、分別されている古紙は、施設に自己搬入した場合、無料で受付を行い、従業員の
飲食に伴い発生した缶・びん・ペットボトルは、リサイクルステーションで受入れを行う等、事業者の
分別意識の促進及び資源のリサイクルの促進を図る。

　　カ　災害時の廃棄物処理に関する事項

本市では、今後発生が予測される大規模災害に備え、災害時に迅速かつ円滑に災害廃棄物処理を行うた
め、「松江市災害廃棄物処理計画（平成30年9月）」を策定している。災害発生時においては、災害廃棄
物処理計画に基づき、可能な限り自区内処理を行い、早期の復旧・復興に向けた適正な処理体制を確保
するものとする。

　　キ　生活排水対策

①人口密集地域については、公共下水道、集落排水等の集合処理施設により生活排水処理し、市民に接
続勧奨を行う。処理区域内における集合処理施設の整備地域外の地域については、合併処理浄化槽を用
いて処理を行い、処理区域外の地域については合併処理浄化槽による処理に向け、普及啓発を行うもの
とする。

②川向クリーンセンターで処理対象物を脱水処理して汚泥燃料を製造し、エコクリーン松江で助燃剤と
して有効利用する。
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（１）計画のフォローアップ

（２）事後評価及び計画の見直し

７　計画のフォローアップと事後評価

本市では、毎年、計画の進捗状況を把握し、その結果を公表するとともに、必要に応じて島根県及び国
と意見交換をしつつ、計画の進捗状況を勘案し、計画の見直しを行う。

計画期間終了後、処理状況の把握を行い、その結果が取りまとまった時点で計画の事後評価、目標達成
状況の評価を行う。
また、評価の結果を公表するとともに、評価結果を次期計画策定に反映させるものとする。
なお、計画の進捗状況や社会経済情勢の変化等を踏まえ、必要に応じて計画を見直すものとする。
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⑥
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地域内の施設の現況と予定（位置図） 

廃棄物処理施設の位置図 

現有施設の概要（稼働中のもの） 

施設名 種類 処理対象 処理能力 所在地 竣工年 

エコクリーン松江 溶融 

もやせるごみ、粗大ごみ

（金属製以外）、もやせ

ないごみ、可燃性残渣 

255 t/日

（24h） 
松江市鹿島町 H23 

エコステーション松江 
破砕 

選別 
金属、粗大ごみ（金属製） 

59 t/日 

（5h） 
松江市西持田町 H14 

西持田リサイクルプラザ 
選別 

圧縮 

資源ごみ（缶、びん、ペ

ットボトル） 

16 t/日 

（5h） 
松江市西持田町 H10 

川向リサイクルプラザ 
選別 

圧縮 

資源ごみ（古紙・古着、

紙製容器包装、プラスチ

ック製容器包装） 

64 t/日 

（5h） 
松江市竹矢町 H14 

西持田最終処分場 埋立 溶融飛灰 156,641 m3 松江市西持田町 H2 

西持田不燃物処理場 埋立 
不燃物残渣、 

廃プラ固形物 
545,000 m3 松江市西持田町 S63 

川向クリーンセンター 

脱水分離 

希釈 

下水道放流 

し尿、浄化槽汚泥 71.4 kL/日 松江市竹矢町 H11 
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現有及び新設予定の廃棄物処理施設が所在する 
地域のハザードマップ 

【添付資料4】
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（１） 持田地区ハザードマップ
凡例 内容 

指定避難所 

福祉避難所 

指定緊急避難場所 

県庁・市役所 

警察署・交番・駐在所 

消防署・出張所 

緊急指定病院 

国道 
県道 
主要市道等 

土砂災害特別警戒区域（急傾斜） 

土砂災害特別警戒区域（土石流） 
土砂災害警戒区域（急傾斜） 
土砂災害警戒区域（土石流） 
土砂災害警戒区域（地すべり） 
高潮による浸水実績範囲 
（平成 14 年～平成 16 年） 
浸水想定区域（5.0m～10.0m 未満） 
浸水想定区域（3.0m～5.0m 未満） 
浸水想定区域（1.0m～3.0m 未満） 
浸水想定区域（0.5m～1.0m 未満） 
浸水想定区域（0.3m～0.5m 未満） 
浸水想定区域（0.3m 未満の区域） 

【指定避難所】 【指定避難所】 
〇 開設可 
▲ 要安全確認 
× 開設想定なし 

【震災害】 【震災害】 
〇 耐震設計基準内 
× 耐震設計基準外 

【水害】 【水害】 
〇 浸水想定区域外 
× 開設想定なし 

▲ 
要安全確認（浸水想定区域内、雨量等
災害規模に応じ開設） 

【土砂災害】 【土砂災害】 
〇 土砂災害警戒区域外 
× 土砂災害警戒区域内 

※持田地区は、エコステーション松江、（仮）新リサイクルプラザ、西持田リサイクルプラザ、西持田最終処分場、西持田不燃物処理場が所在する。

西持田リサイクルプラザ

エコステーション松江
西持田最終処分場

西持田不燃物処理場

（仮）新リサイクルプラザ
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（２） 鹿島地区ハザードマップ
凡例 内容 

指定避難所 

福祉避難所 

指定緊急避難場所 

県庁・市役所 

警察署・交番・駐在所 

消防署・出張所 

緊急指定病院 

国道 
県道 
主要市道等 

土砂災害特別警戒区域（急傾斜） 

土砂災害特別警戒区域（土石流） 
土砂災害警戒区域（急傾斜） 
土砂災害警戒区域（土石流） 
土砂災害警戒区域（地すべり） 
高潮による浸水実績範囲 
（平成 14 年～平成 16 年） 
浸水想定区域（5.0m～10.0m 未満） 
浸水想定区域（3.0m～5.0m 未満） 
浸水想定区域（1.0m～3.0m 未満） 
浸水想定区域（0.5m～1.0m 未満） 
浸水想定区域（0.3m～0.5m 未満） 
浸水想定区域（0.3m 未満の区域） 

【指定避難所】 【指定避難所】 
〇 開設可 
▲ 要安全確認 
× 開設想定なし 

【震災害】 【震災害】 
〇 耐震設計基準内 
× 耐震設計基準外 

【水害】 【水害】 
〇 浸水想定区域外 
× 開設想定なし 

▲ 
要安全確認（浸水想定区域内、雨量等
災害規模に応じ開設） 

【土砂災害】 【土砂災害】 
〇 土砂災害警戒区域外 
× 土砂災害警戒区域内 

※鹿島地区は、エコクリーン松江が所在する。

エコクリーン松江
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（３） 竹矢地区ハザードマップ（意宇川流域）
凡例 内容 

指定避難所 

福祉避難所 

指定緊急避難場所 

県庁・市役所 

警察署・交番・駐在所 

消防署・出張所 

緊急指定病院 

国道 
県道 
主要市道等 

土砂災害特別警戒区域（急傾斜） 

土砂災害特別警戒区域（土石流） 
土砂災害警戒区域（急傾斜） 
土砂災害警戒区域（土石流） 
土砂災害警戒区域（地すべり） 
高潮による浸水実績範囲 
（平成 14 年～平成 16 年） 
浸水想定区域（5.0m～10.0m 未満） 
浸水想定区域（3.0m～5.0m 未満） 
浸水想定区域（1.0m～3.0m 未満） 
浸水想定区域（0.5m～1.0m 未満） 
浸水想定区域（0.3m～0.5m 未満） 
浸水想定区域（0.3m 未満の区域） 

【指定避難所】 【指定避難所】 
〇 開設可 
▲ 要安全確認 
× 開設想定なし 

【震災害】 【震災害】 
〇 耐震設計基準内 
× 耐震設計基準外 

【水害】 【水害】 
〇 浸水想定区域外 
× 開設想定なし 

▲ 
要安全確認（浸水想定区域内、雨量等
災害規模に応じ開設） 

【土砂災害】 【土砂災害】 
〇 土砂災害警戒区域外 
× 土砂災害警戒区域内 

※竹矢地区は、川向リサイクルプラザ、川向クリーンセンターが所在する。

川向クリーンセンター

川向リサイクルプラザ
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（４） 竹矢地区ハザードマップ（斐伊川流域）
凡例 内容 

指定避難所 

福祉避難所 

指定緊急避難場所 

県庁・市役所 

警察署・交番・駐在所 

消防署・出張所 

緊急指定病院 

国道 
県道 
主要市道等 

土砂災害特別警戒区域（急傾斜） 

土砂災害特別警戒区域（土石流） 
土砂災害警戒区域（急傾斜） 
土砂災害警戒区域（土石流） 
土砂災害警戒区域（地すべり） 
高潮による浸水実績範囲 
（平成 14 年～平成 16 年） 
浸水想定区域（5.0m～10.0m 未満） 
浸水想定区域（3.0m～5.0m 未満） 
浸水想定区域（1.0m～3.0m 未満） 
浸水想定区域（0.5m～1.0m 未満） 
浸水想定区域（0.3m～0.5m 未満） 
浸水想定区域（0.3m 未満の区域） 

【指定避難所】 【指定避難所】 
〇 開設可 
▲ 要安全確認 
× 開設想定なし 

【震災害】 【震災害】 
〇 耐震設計基準内 
× 耐震設計基準外 

【水害】 【水害】 
〇 浸水想定区域外 
× 開設想定なし 

▲ 
要安全確認（浸水想定区域内、雨量等
災害規模に応じ開設） 

【土砂災害】 【土砂災害】 
〇 土砂災害警戒区域外 
× 土砂災害警戒区域内 

※竹矢地区は、川向リサイクルプラザ、川向クリーンセンターが所在する。

川向クリーンセンター

川向リサイクルプラザ
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